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明治史料館 ■信
1999。 10。 25(季刊 年 4回発行)Vo1 15ヽ 3 通巻第59号

し

し
東京農学校の職員・生徒 (森元―氏所蔵)

最前列右から6人目校長横井時敬、 7人目渡瀬寅次郎、前から2列 目左端森
信吾。森信吾 (1880～ 1937)は駿東郡浮島村の人で、同校の第 5回生として明

治31年 (1898)7月 に卒業しているので、この写真もそれ以前のものとなる。

シ
リ
ー
ズ

沼
津
兵
学
校
と
そ
の
人
材

育
英
費
と

沼
津
兵
学
校
の
人
脈

東
京
都
世
田
谷
区
に
あ
る
現
在
の
東

京
農
業
大
学
は
、
明
治
二
十
四
年

（
一

八
九

一
）
に
設
立
さ
れ
た
私
立
育
英
費

を
前
身
と
し
て
い
る
。
育
英
費
は
、
旧

幕
臣
と
静
岡
県
人
の
子
弟
の
進
学
奨
励

の
た
め
に
つ
く
ら
れ
た
静
岡
育
英
会

（明

治
十
八
年
発
足
）
が
設
立
母
体
と
な
り

生
ま
れ
た
。
静
岡
育
英
会
の
事
業
は
東

京
で
勉
学
す
る
学
生
の
た
め
に
奨
学
金

を
支
給
す
る
こ
と
が
主
だ

っ
た
が
、
学

校
経
営
に
も
手
を
伸
ば
し
た
の
で
あ
る
。

学
科
に
は
普
通
科
と
農
業
科

。
商
業
科

が
あ

っ
た
が
、
明
治
二
十
六
年

（
一
八

九
二
）
に
は
農
業
科
が
独
立
し
東
京
農

学
校
と
な

っ
た
。
同
校
は
翌
二
十
七
年

に
は
静
岡
育
英
会
の
手
を
離
れ
、
三
十

年

（
一
八
九
七
）
に
は
大
日
本
農
会
の

経
営
に
移
管
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

育
英
費
の
校
主

（管
理
長
）
は
、
静

岡
育
英
会
長
で
も
あ

っ
た
榎
本
武
揚
が

つ
と
め
た
。
費
長
の
職
は
永
持
明
徳

（初

代
）、
伊
庭
想
太
郎

（二
代
）
が
つ
と
め

た
。
永
持
は
沼
津
兵
学
校
三
等
教
授
か

ら
陸
軍
砲
兵
中
佐
に
な

っ
た
人
。
伊
庭

Ｘ
／
／
＼
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明
治
〓
十
四
年
二
月
　
日

管
理
長

教
師

杉
山
　
正
治

石
橋
約
彦

講
師

妻
木
知
黄

補
助明
治
世

日
迄
に
申
出

へ
ｔ
規
則

〓
電

へ
し

は
、
箱
館
戦
争
で
死
ん
だ
剣
豪
伊
庭
八

郎
の
弟
で
、
静
岡
藩
時
代
に
は
沼
津
兵

学
校
教
授
中
根
香
亭
の
私
塾
で
学
ん
だ

人
。
い
ず
れ
も
沼
津
ゆ
か
り
の
旧
幕
臣

で
あ
る
。

こ
の
二
人
以
外
に
も
育
英
費
開
校
時

の
新
聞
広
告
に
名
を
連
ね
た
関
係
者
三

十
四
名
の
中
に
は
沼
津
兵
学
校
関
連
人

物
が
少
な
く
な
い
。
教
頭
荒
川
重
秀
は
、

沼
津
兵
学
校
資
業
生
出
身
の
数
学
教
育

者
荒
川
重
平
の
弟
で
、
自
身
も
沼
津
に

移
住
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
人
。
幹

事

（後
費
長
代
理
）
真
野
肇
は
、
荒
川

重
平
と
同
級
の
兵
学
校
資
業
生
で
、
や

は
り
数
学
教
師
。
さ
ら
に
講
師
陣
の
中

に
は
、
石
橋
絢
彦

（兵
学
校
資
業
生
）
、

小
田
川
全
之

・
渡
瀬
寅
次
郎

・
田
辺
朔

朗

・
真
野
文
二

（兵
学
校
附
属
小
学
校

生
徒
）、
杉
山
正
治

（沼
津
申
学
校
生
徒
）

ら
が
い
る
。
「補
助
」
と
い
う
の
は
賛
同

者
の
よ
う
な
も
の
だ

っ
た
と
思
わ
れ
る

Ｌ

渡瀬寅次郎
(渡瀬雅子氏寄贈 )

真 野  肇
(伊東正頼氏所蔵 )

卦
騎
　
籠
瀬
育英晏の開校広告

(『日本』明治24年 3月 19日 )

が
、
そ
の
中
に
も
赤
松
則
良

・
田
辺
太

一
・
山
本
淑
儀

（兵
学
校
教
授
）
、
成
瀬

隆
蔵

。
矢
吹
秀

一
。
天
野
富
太
郎

（兵

学
校
資
業
生
）
、
江
原
素
六

（軍
事
掛
）
、

中
村
六
三
郎

（沼
津
移
住
旧
幕
臣

。
海

事
教
育
者
）
ら
が
い
た
。

『東
京
農
業
大
学
五
十
年
史
』
（
一
九

四
〇
年
刊
）
や

『東
京
農
業
大
学
七
十

周
年
史
』
（
一
九
六

一
年
刊
）
に
は
、
学

校
の
沿
革
を
述
べ
る
中
で
、
沼
津
兵
学

校
と
の
浅
か
ら
ぬ
関
係
が
記
述
さ
れ
て

い
る
。
最
近
の

『
東
京
農
業
大
学
百
年

史
』
（
一
九
九
二
年
刊
）
に
は
、
「沼
津

兵
学
校
―
徳
川
育
英
会
―
育
英
費
が

一

本
の
線
で
つ
な
が
っ
て
い
た
」
と
か

「育

英
貴
の
源
流
と
も
い
え
る
沼
津
兵
学
校
」

と
い
う
言
い
方
ま
で
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
正
確
に
は
両
校
の
間
に
組
織
的

・

系
譜
的
な
流
れ
が
あ

っ
た
わ
け
で
は
な

い
。
あ
く
ま
で
、
育
英
費
の
設
立
母
体

で
あ
る
静
岡
育
英
会
の
有
力
会
員
に
沼

津
兵
学
校
出
身
者
が
多
か
っ
た
た
め
、

結
果
的
に
人
的
重
な
り
が
目
立

つ
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
　

．

と
は
い
え
、
沼
津
兵
学
校
関
係
者
は
、

旧
幕
臣

・
静
岡
県
出
身
者
に
お
い
て
は
、

学
校
教
育
を
媒
介
に
立
身
を
成
し
遂
げ

た
先
駆
的
な
存
在
で
あ
る
。

つ
ま
り
教

Ｌ

育
の
効
能
と
い
う
も
の
を
身
を
も

つ
て

知

っ
た
人
々
だ

っ
た
。
育
英
会
や
育
英

費
の
活
動
を
通
じ
後
進
の
進
学
を
援
助

し
よ
う
と
し
た
の
は
、
同
胞
や
同
郷
に

対
す
る
自
然
な
愛
情
の
発
露
だ

っ
た
と

言
え
よ
う
。
永
持
や
真
野
肇
ら
学
校
経

営
の
中
心
に
兵
学
校
関
係
者
が
い
た
こ

と
が
、
講
師

・
補
助
陣
に
も
沼
津
の
人

脈
を
呼
び
込
む
要
因
に
な

っ
た
の
も
事

実
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
意
味
で
、
育

英
費
と
沼
津
兵
学
校
と
が
無
関
係
と
は

言
い
切
れ
な
い
だ
ろ
う
。

旧
幕
臣
の
名
士

。
成
功
者
と
し
て
は
、

兵
学
校
関
係
人
物
に
比
べ
る
と
少
な
い

も
の
の
、
中
村
正
直

。
三
好
晋
六
郎

・

平
山
成
信
ら
静
岡
学
問
所
の
出
身
者
も

育
英
費
講
師

・
補
助
者
に
名
を
連
ね
て

い
る
。

育
英
費
の
講
師
に
な

っ
た
旧
幕
臣

・

沼
津
兵
学
校
出
身
者
に
は
工
学
者
が
多

か
っ
た
が
、
学
校
そ
の
も
の
が
農
学
校

へ
と
転
化
し
て
い
っ
た
の
に
は
、
榎
本

武
揚
の
農
業
分
野
へ
の
深
い
関
心
が
あ
っ

た
ら
し
い
。
沼
津
関
係
者
の
中
で
も
農

学
士
渡
瀬
寅
次
郎
は
、
そ
の
後
も
東
京

農
学
校

¨
東
京
高
等
農
学
校

。
東
京
農

業
大
学
時
代
を
通
じ
て
評
議
員

。
商
議

員
を
つ
と
め
て
い
る
。
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し

輻
鰊

ぬ
ま
づ
近
代
史
点
描

⑫
轟策
輩
癬
攀
攀
錢
襲
鑢
簸
壽
謡
難
¨

岳
陽
少
年
団
に
関
す
る
補
足

九
月
二
十
九
日
ま
で
開
催
し
て
い
た

企
画
展

「岳
陽
少
年
団
」
と
図
録

『
図

説
岳
陽
少
年
団
』
に
お
い
て
紹
介
で
き

な
か
っ
た
事
実
を
、
以
下
補
足
と
し
て

い
く
つ
か
示
し
た
い
。

①
沼
津
小
学
校
長
中
村
善
作
の
碑

岳
陽
少
年
団
の
初
期
の
発
展
段
階
に

お
い
て
、
い
ち
早
く
理
解
を
示
し
、
学

校
と
少
年
団
と
の

一
体
化
を
図

っ
た
と

い
う
意
味
で
、
沼
津
尋
常
高
等
小
学
校

長
中
村
善
作
が
果
た
し
た
役
割
は
大
き

い
。
沼
津
市
斎
場
の
墓
地
に
あ
る
渡
辺

水
哉
初
代
岳
陽
少
年
団
長
の
墓
の
周
囲

に
は
、
関
係
者
が
建
て
た
そ
の
他
の
石

碑
が
幾

つ
も
あ
る
が
、
そ
の

一
つ
に
中

村
善
作
校
長
の
事
績
を
彫

っ
た
も
の
が

あ
る
。
以
下
が
そ
の
全
文
で
あ
る
。

岳
陽
沼
津
少
年
団
ノ
心
身
鍛
練
諸
行

事
ヲ
小
学
校
児
童
訓
練

二
融
合
セ
シ

メ
其
実
績
ヲ
挙
ゲ
タ
ル
ハ
沼
津
小
学

校
長
中
村
善
作
先
生
ナ
リ
　
其
実
況

ヲ
視
察
セ
ン
ト
シ
東
京
ヲ
初
メ
近
県

ハ
元
ョ
リ
遠
ク
東

ハ
群
馬
秋
田
西
ハ

山
口
鹿
児
島
県
等
ノ
諸
府
県
ョ
リ
来

観
ス
ル
者
多
ク
遂

二
本
県
学
務
部
長

∠
懇
請

二
依
り
静
岡
城
内
小
学
校

ニ

栄
転
セ
ラ
ル
　
聖
上
陛
下
昭
和
五
年

五
月
県
内
御
巡
幸
ノ
枷
り
元
静
岡
県

知
事
其
当
時
宮
内
次
官
関
屋
貞
三
郎

閣
下
ノ
推
薦

二
依
り
静
岡
行
在
所
ニ

於
テ
御
陪
食
ノ
光
栄

二
浴
セ
リ
　
是

ハ
小
学
校
長
ト
シ
テ
晴
矢
ノ
事
ナ
リ

ヽ
―

し

②
若
山
牧
水
と
岳
陽
少
年
団

陸
軍
退
役
後
渡
辺
水
哉
が
楊
原
村
上

香
貫
字
寺
の
前
に
移
住
し
た
の
は
明
治

四
十
三
年

（
一
九

一
〇
）
の
こ
と
。
そ

れ
よ
り
十
年
余
り
遅
れ
、
大
正
九
年

（
一

九
二
〇
）、
渡
辺
邸
の
西
隣
に
移
り
住
ん

だ
の
が
歌
人
若
山
牧
水
だ

っ
た
。
牧
水

は
十
四
年

（
一
九
二
五
）
に
同
じ
沼
津

市
内
の
市
道
に
転
居
す
る
ま
で
、
渡
辺

団
長
の
隣
人
だ

っ
た
の
で
あ
る
。
そ
ん

な
関
係
か
ら
で
あ
ろ
う
、
大
正
十
二
年

十
二
月
五
日
発
行
の
岳
陽
少
年
団
機
関

誌

『
木
太
刀
の
唸
』
創
刊
号

（湘
東
文

庫
所
蔵
）
に
、
「岳
陽
少
年
団
々
員
諸
君

の
た
め
に
」
と
い
う
短
歌
を
寄
せ
て
い
る
。

・
若
竹
の
伸
び
ゆ
く
如
く
男
の
子
等
よ

真
伸
ぐ
に
伸
ば
せ
身
を
た
ま
し
ひ
を

・
幼
な
日
の
真
澄
る
心
末
か
け
し
濁
す

と
は
す
な
男
の
子
等
よ
や
よ

・
雄
々
し
か
れ
わ
が
日
の
本
の
常
若
に

若
き
を
守
る
男
の
子
等
よ
や
よ

③
原
少
年
修
養
会

大
正
十

一
年

（
一
九
二
二
）
二
月
の

校
長
会

へ
の
郡
長
諮
問
を
契
機
に
、
岳

陽
少
年
団
は
駿
東
郡
内
の
小
学
校
に
漏

れ
な
く
結
成
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
同
年
十

一
月
時
点
で
唯

一
、

岳
陽
少
年
団
に
属
さ
な
い
小
学
校
が
あ
っ

た
。
原
尋
常
高
等
小
学
校
で
あ
る
。
同

校
に
は
そ
の
代
わ
り

「原
少
年
修
養
会
」

と
い
う
組
織
が
あ
っ
た

（『駿
東
郡
教
育

概
観
』
）
。
校
長
を
会
長
と
し
、
十

一
～

十
五
歳
の
男
子
三
百
八
十

一
名
、
女
子

二
百
四
十
八
名
か
ら
成
る
そ
の
組
織
の

実
態
ま
で
は
不
明
で
あ
る
。

昭
和
十
五
年

（
一
九
四
〇
）
時
点
で

は
原
に
も
岳
陽
少
年
団
が
存
在
し
て
い

た
こ
と
が
わ
か

っ
て
い
る
が
、
い
つ
結

成
さ
れ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
い
ず

れ
に
し
て
も
、
他
地
域
よ
り
も
遅
れ
て

結
成
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

④
小
学
校
長
以
外
の
団
長

有
志
に
よ
る
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
と
は

違
う
、
学
校
少
年
団

（小
学
校
と

一
体

化
し
た
少
年
団
）
と
し
て
の
性
格
か
ら
、

岳
陽
少
年
団
傘
下
の
加
盟
団
の
団
長

（分

夏季早起会精励之賞

(池谷忠寛氏所蔵 )

寒稽古精励之賞
(池谷忠寛氏所蔵 )

払暁教練精励之賞
(池谷忠寛氏所蔵 )
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団
長
）
は
小
学
校
長
が
つ
と
め
た
。
し

か
し
、
例
外
的
に
初
期
に
お
い
て
は
軍

人
が
団
長
を
つ
と
め
た
り
し
て
い
る
。

大
岡
少
年
団
長
に
な

っ
た
陸
軍
工
兵
少

佐
平
山
伝
太
郎
の
例
で
あ
る

（任
期
大

正
六
年
五
月
四
日
～
八
年
七
月
）。
同
村

の
場
合
、
海
軍
中
佐
中
村
松
太
郎

（旧

幕
臣

・
海
事
教
育
者
中
村
六
三
郎
の
子
）

ら
、
有
力
軍
人
が
沼
津
少
年
団
大
岡
中

隊
時
代
か
ら
熱
心
に
指
導
を
行

っ
て
い

た
た
め
で
あ
る

（「岳
陽
大
岡
少
年
団
記

録
」
日
吉
区
有
文
書
）
。

⑤
制
服
は
採
用
さ
れ
た
か
？

児
童
全
員
を
団
員
と
す
る
岳
陽
少
年

団
の
場
合
、
余
計
な
経
済
的
負
担
を
強

い
る
制
服
の
導
入
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
傘
下
の
個
別
団
に
よ
っ
て
は

制
服
を
作

っ
た
場
合
も
あ
っ
た
ら
し
く
、

岳
陽
泉
少
年
団

（現
裾
野
市
立
東
小
学

校
）
で
は
、
大
正
十
四
年
時
点
で
カ
ー

キ
色
の
上
着

・
半
ズ
ボ
ン
に
ネ
ク
タ
イ

を
し
た
団
員
の
姿
が
卒
業
写
真
に
収
め

ら
れ
て
い
る

「
い
ず
み
』

一
九
七
九
年
）。

少
年
団
日
本
連
盟
と
の
間
に
亀
裂
が
生

じ
る
前
の
大
正
期
に
は
、
ボ
ー
イ
ス
カ

ウ
ト

・
ス
タ
イ
ル
を
採
用
す
る
こ
と
は

全
面
的
に
は
否
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

の
か
も
し
れ
な
い
。

星

一
か
ら

の
手
紙

シ
ョ
ー
ト

・
シ
ョ
ー
ト
と
い
う
作
品

ス
タ
イ
ル
を
開
拓
し
た
Ｓ
Ｆ
作
家
で
あ

る
星
新

一
（
一
九
二
六
～
九
七
）
に
、
『人

民
は
弱
し
官
吏
は
強
し
』
（
一
九
六
七
年

刊
、
現
在
新
潮
文
庫
）
と
い
う
著
書
が

あ
る
。
父
親
の
星

一
を
主
人
公
に
し
た

伝
記
文
学
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
留
学
か
ら
帰
国
後
、
明
治

末
期
に
製
薬
会
社
を
興
し
た
星

一

（
一

八
七
三
～

一
九
五

一
）
は
、
日
本
で
初

め
て
モ
ル
ヒ
ネ
の
精
製
を
手
掛
け
る
な

ど
、
自
由
な
発
想
で
事
業
に
成
功
す
る

が
、
官
僚
や
反
対
派
に
よ
る
陰
湿
な
イ

ジ
メ
を
受
け
続
け
、
や
が
て
窮
地
に
追

い
込
ま
れ
て
い
く
と
い
う
、
タ
イ
ト
ル

通
り
、
官
尊
民
卑
の
時
代
に
苦
闘
し
た

実
業
家
の
苦
難
の
生
涯
が
描
か
れ
た
作

品
で
あ
る
。

沼
津
市
明
治

史
料
館
所
蔵
の

江
原
素
六
関
係

文
書
の
中
に
、
大
正
十

一
年

（
一
九
二

二
）
二
月
七
日
付
の
星

一
の
手
紙
が
残

さ
れ
て
い
る

（Ｅ
ｌ

ａ
１
５７６
）。
会
社
の

便
箋

一
枚
に
ペ
ン
書
き
さ
れ
た
も
の
で

あ
り
、
文
面
は
以
下
の
通
り
。

江
原
先
生
　
　
　
　
　
星

一

拝
啓
　
昨
今
電
話
で
御
願
致
し
ま
し

た
、
岩
崎
様

へ
御
照
会
を
願
ひ
ま
す

件
は
同
封
の
御
願
書
に
関
し
て
で
御

座
い
ま
す
。
私
共
は
明
朝
岩
崎
様
を

御
訪
問
申
上
度
い
と
存
じ
て
居
り
ま

す
、
何
卒
宜
敷
御
願
申
上
ま
す
　
以

上

大
正
十

一
年
二
月
七
日

残
念
な
が
ら
封
筒
も
な
い
し
、
文
中

で
述
べ
て
い
る
同
封
の

「御
願
書
」
も

残
さ
れ
て
い
な
い
。
従

っ
て
何
を
意
味

す
る
手
紙
な
の
か
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

紹
介
を
依
頼
さ
れ
て
い
る

「岩
崎
」
と

は
誰
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

星
は

一
時
衆
議
院
議
員
も

つ
と
め
て

い
る
が
、
後
藤
新
平
と
の
関
係
が
強
く
、

立
憲
政
友
会
に
入
党
は
し
て
い
な
い
。

従

っ
て
政
治
家
と
し
て
は
江
原
と
は
そ

れ
ほ
ど
近
か
っ
た
と
は
い
え
な
い
。
大

正
十
三
年

（
一
九
二
四
）
の
総
選
挙
で

は
立
憲
政
友
会
の
要
請
で
立
候
補
し
た

が

（落
選
）
、
無
所
属
だ

っ
た
。

星

一
は
福
島
県
の
生
ま
れ
。
東
京
商

業
学
校
卒
業
後
、
渡
米
、　
コ
ロ
ン
ビ
ア

大
学
に
学
び

マ
ス
タ
ー

。
オ
ブ

。
ア
ー

ツ
の
学
位
を
取
得
。
明
治
三
十
四
年

（
一

九
〇

一
）
に
帰
国
し
た
後
、
星
製
薬
株

式
会
社
を
創
業
し
た
ほ
か
、
星
薬
学
専

門
学
校

（星
薬
科
大
学
）
を
設
立
し
た
。

明
治
四
十

一
年

（
一
九
〇
八
）
に
は
衆

議
院
議
員
に
当
選
。
戦
後
は
参
議
院
議

員
に
な

っ
て
い
る
。

沼
津
市
明
治
史
料
館
通
信
　
第
５９
号

獅
篠

沼

津

市

明

治

史

料

館

〒
４１０
１
００５
沼
津
市
西
熊
堂
三
七
二
―
一

電
　
話

〇
五
五
九
―
二
三
―
三
三
三
五

Ｆ
Ａ
Ｘ

Ｏ
五
五
九
‐
二
五
―
三
〇
一
八

し

星

t
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